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膵・胆管合流異常診断のための胆道直接造影の重要性に関する研究 

 

１．研究の対象 

2008年 1月～2026年 4月に当院で膵・胆管合流異常/先天性胆道拡張症および胆嚢悪

性腫瘍で手術を受けられた方 

２．研究目的・方法 

膵・胆管合流異常/先天性胆道拡張症は膵管と胆管が十二指腸壁外で合流する先天性

形成異常です。膵液と胆汁の相互逆流により胆嚢癌や胆管癌といった胆道癌を発症する

リスクを有するため、予防的手術が推奨されています。しかし、臨床上は時に診断が困

難で一度の画像検査で確定診断に至らない方の存在が報告されています。そこで当院で

診断、治療を行われた患者さんの過去の結果を調査し、より診断確率を上昇させる検査

法を検討することを目的に調査を行うことしました。 

  本研究は倫理委員会承認日から 2027年 12月 31日まで行います。 

  利用又は提供を開始する予定日：2026年 10月 10日～ 

 

３．研究に用いる情報の種類 

情報：病歴、術前後画像検査、手術術式、術中画像検査、病理結果等 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人

の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

〒783-8505 高知県南国市岡豊町小蓮 

高知大学医学部 消化器外科 

宗景匡哉 

TEL:088-880-2370 

研究責任者：高知大学医学部外科学講座（消化器外科） 宗景匡哉 
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